
7 学校 い じめ防止基本 方針 (概要版 )
(1)い じめの防止等のための対策に関する基本的な方針
① いじめの定義
「いじめJと は、児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等と一

定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為 (イ ンターネットを通

じて行われるものを含む。)であつて、当該行為の対象となつた児童等が,Lヽ身の苦痛を感じている

ものをいう。 (「いじめ防止対策推進法」より)

② いじめ防止の基本理念
いじめは、いじめを受けた児童の教育を受ける権利を著しく侵害し、その心身の健全な成長及び

人格の形成に重大な影響を与えるのみならず、その生命又は身体に重大な危険を生じさせる恐れが

ある。

したがって、本校では、すべての児童等がいじめを行わず、及び他の児童等に対して行われるい

じめを認識 しながらこれを放置することがないようにするため、いじめが児童等の心身に及ばす影

響その他のいじめの問題に関する児童の理解を深めることを旨として、いじめの防止のための対策

をイ子う。

(2)い じめ防止 E対策委員会の設置
① 目的 ○ いじめの防止及びいじめ事案発生時の対応を組織的かつ実効的に行 うため、「豊川小

いじめ防止・対策委員会」を設置する。

② 組織 ○ 割 |レトいじめ防止・対策委員会の構成員は次のとおりとする。

校長、教頭、教務主任、生徒指導担当、人権教育主任、児童虐待担当、情報集約担当者、養護

教諭、 担任等 〔必要に応 じて、PTA代表、市教育委員会,市子ども未来課〕

③ 外部との連携 豊川小いじめ防止・対策委員会は、必要に応じて次の関係機関と連携する。
宇城教育事務所 SC、 SSW、 学校支援アドバイザー、市子ども未来課、市福祉課、児童相談所、警基、

スクールサポーター、民生児童委員・主任児童委員、その他

④ 活動
ア 日常的活動

(実態把握、各教科等における取組、職員研修の立案・実施、児童・保護者・地域
への啓発)

イ いじめ事案発生時の対応

O 事実関係の情報収集と共通理解   ○ 事案の分析及び課題把握
○ 対応策の検討、実施        ○ 早期発見のための方策

⑤ 委員会の開催
通常は、月 1回定例会を開催するものとし、いじめ事案発生時は、適宜緊急開催とする。

(3)重大事案への対処
「教育委員会に報告する事案例Jが発生した場合には、下記の事項を確実に行い、学校外機関と連

携のもと、その解決・解消に向けた取組を行っていく。

① 重大事態が発生した旨を、宇城市教育委員会に速やかに報告する。
② 教育委員会と協議の上、当該事案に対処する組織を設置する。
③ 上記組織を中心として、事実関係を明確にするための調査を実施する。
④ 上記調査結果については、いじめを受けた児童・保護者に対し、事実関係その他の必要な情報
を適切に提供する。

(4)学校評価における留意事項
いじめを隠蔽せずいじめの実態把握及びいじめに対する措置を適切に行うため、次の 2点を学校

評価の項目に加え、適正に自校の取組を評価する。

① いじめの早期発見に関する取組に関すること。
② いじめの再発を防止するための取組に関すること。



(5)い じめ防止全体計画

学校教育目標

徳・知・体の調和のとれた児童の育成

～ 学び 高め合い 夢挑戦 ～
我がふるさとを愛 し、礼を正し、学び高め合い、夢

。日標に挑戦し続ける

心身ともにたくましい 徳 '知 …体の調和のとれた児童を育成する

目 指 す 児 童 像

礼を正し、なかよく助け合う児童 (なかよく)  深く学び高め合う児童 (か しこく)
夢や目標をもち、挑戦し続ける心身ともにたくましい児童 (た くましく)

郷土に学び郷土を愛する児童 (ふるさとを愛す )

【関係機関〕【いじめ防止。対策委員会】IPTAとの連携〕
・宇城教育事務所SC・ SSW
・学校支援アドバイザー

・市子育て支援課 ・市福祉課

・児童相談所 ・警察 ・スクー
ルサポーター

・民生児童委員 ・主任児童委

員

校長、教頭、教務主任、生徒

指導担当、児童虐待担当、情

報集約担当者、人権教育主

任、養護教諭、担任等

[必要に応じて]

PTA代表、市教育委員会
市子ども未来課

(生徒指導委員会と兼ねる)

懇談等様々な機会を利用して、

児童のがんばりや長所、心配な

ことなどをこまめに保護者に連

絡する等、日頃から保護者との

信頼関係を築く。

③ 〔いじめに対する措置〕

(1)的 確な情報収集

(2)基本的な緊急対応

(3)調査による実態把握

(4)解決に向けた指導・援助

(5)継続指導・経過観察

(6)再発防止

ア いかなる場合も真 =子Aに受け止め、
関係する友達や保護者からの情報

収集等を通 じて、事実関係の把握

を迅速かつ正確に行い、関係者全

員でその解決に取り組む。

イ いじめられている側の保護者の
心清を、教職員は同じ立場に立って

受け止める。そして、いじめの問題

を自らの課題として捉え、全教職員

が緊密な情報交換や共通理解を図

り、一致協力して事象に対応してい

ることを保護者に伝え信頼の回復

に努める。

ウ 保護者には、随時入手した正確な
情報や指導状況を伝え、学校の対応

について}里角旱してもらうとともに、

学校に対しての安心感を持つても

らうよう配慮す
~る
。

② 【いじめの早期発見】

(1)教職員による観察や情報交換

(2)定期的なアンケー ト調査や個人

面談等の実施

(3)教育相談体制の整備

(4)相談機関等の周知

ア 児童の些細な変化に気づいた場
合、いつでも情幸Rを共有するよう努

める。

イ 児童の生活実態について、定期的

なアンケー ト調査や個別面談、生活

ノー トの活用等、きめ細かな把握に

努める。

ウ 校内に児童や保護者等の悩みを

積極的に受け止めることができる

教育相談体制を整備する①また、そ

の充実に向け、市教育委員会 と連携

し、スクールカウンセラーやスクー

ル ノーシャル ワーカーなど学校内

外の専門家の活用を図る。

工  学校以外の相談窓国について、
周知や広報を継続 して行 うっ

① 【いじめの防止】
(1)分かる授業の実践

(2)保護者や地域との連携

(3)道徳教育の充実

(4)生徒指導の充実

(5)特別 l舌動等の充実

(6)児童生徒理解等校内研修の充実

(7)校内マニュアルや校内体制の整備

いじめを生まない生き生きとした

学校づくりに向け、校内の指導体制

の確立、家庭・地域社会との連携強

化、いじめの問題を自分たちの問題

と捉えられる子供の自己指導能力

の育成を図る。



学校い じめ 止基本方針に基づ
「PDCAサイクル 画

保護者 。地域との連携未然防止の取組 早期発見の取組い じめ防止等対策委員会

OPTA総会、学校便り、
学級通信、HP等での「

学校いじめ防止基本

方針Jの周知
○授業参観・学級懇談会

○いじめ電話相談、学

校での相談担当の

保護者への周知

○身体測定

○電話相談やSCの児

童、保護者への周知

○学級開き

○地区児童会

○見つめる会

４

月

○「学校いじめ防止

基本方針 」の内

容確認

O運動会○児童へのアンケー

トの実施

○運動会５

月

○第 1回学校運営協議
△
ム

○教育相談週間○縦割 り班活動

○情報モラル指導 (ネ

ットモラル)

○人権教育レポー ト

○教職員の面談

６

月

○授業参観・学級懇談会

○二者面談

○地区児童会７

月

○全職員への学校

評価アンケー ト

の実施及び検証

８

月

○授業参観

○保護者への学校評価

アンケー ト

○身体測定○学校保健委員会９

［月

○教職員の面談O前期までのいじ
め防止の取組の

評価と取組の見

直し

10

月

○第 2回学校運営協議
△
ボ

○児童へのアンケー

トの実施

○町人権学習授業研11

月

○人権フェスタinう き○教育相談週間○地区児童会

○心のアンケー ト
12

月

○保護者への学校評価

アンケー ト

１

月

○豊)|1小まつ り

○第 3回学校運営協議

会

○全職員への学校

評価アンケー ト

の実施及び検証

２

月

○教職員の面談

○地区児童会

○学校関係者評価

の結果を検証及

び「学校いじめ防

止基本方針」の見

直し

３

月
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○家庭との連絡帳

○豊川地区連絡協議会

(毎月実施)

○健康観察

OSCに よる相談
○日記

○子供を見つめる会

(毎週金曜 日)

O全校集会での校長
講話

○命の教育、道徳教育

、人権教育の実施

O分かる授業の実施

通

年

○校内のいじめに

関する情報の収

集

○対応策の検討


